





















































●規模に関して収穫一定（constant returns to scale）：F（lK, lL）＝lF（K, L）。
● すべての生産要素について，限界収入は正であるが逓減する（all factors 






























































































































































































 ⇒ k＊＝（ d＋ns ）
1
α－1
　　 ＝k＊＝（ sd＋n ）
1
1－α
ここで留意しておくべきことは，最後の式変形は指数 （ 1α－1 ＜0） を正の値
にするためのものであったことである。定常状態の水準に関するこの式は，









































＝0 （ f（´k＊, gold）＝n＋d のとき） （3．10）
kの値がこの水準を超えるような資本蓄積は一人あたり消費 cを減少させる
と考えられる。その資本蓄積に対応する水準 sは sgoldとみなされる。この資























































成 長 モ デ ル で は， さ ら に， 技 術 は 主 と し て 労 働 増 大 的（labor 
augmenting），すなわち，Atは労働者たちの生産性の水準を上昇させると
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注
＊　 本翻訳は，原著「Essentials of Advanced Macroeconomic Theory」の著者である Ola 
Olssonならびに権利者である TAYLOR & FRANCIS （UK） の許諾を得て行っている。
1）　典型的な景気循環の周期を約 5年とすると，長期という用語は，少なくともそれよ
りは長い期間として用いられている。
2）　内生的な（endogenous）変数とは，それがそのモデル自身によって説明される変
数のことである。他方，外生的な（exogenous）変数は，それが所与として扱わ
れ，モデルによって説明されない変数である。
3）　通常，この関数は技術に関する知識の水準 A（t）をも含んでいる。A（t）については，
後程紹介しよう。
4）　このことを，生産関数は 1次同次であるということもある。
5）　後の章に出てくる世代重複モデルでは，時間は連続的ではなく離散的であると仮定
している。
6）　系が安定であることを確認するためには，k＊の左にある kの値を 1つ選んで試せ
ばよい。その値では sf（k）は（d＋n）kを超過しているだろう。すると，k˙＞0なの
で，kは増大して右に動く。k＊の右では逆のことが起こる。k＊上でのみシステム
は安定な点に到達する。
7）　同様の議論については，Romer（1994）を見よ。
8）　この特性を「ハロッド中立的」ということもある。技術に関しては別の仮定を置く
こともあるが，それらについては，ここでは議論しないことにしよう。
9）　技術の性質については，後程議論する予定である。
